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強固な互助社会の構築を⽬的とした近所グループの形成⼿法と 
ご近所 SNSサービスの評価に関する検討 

 

鈴木健一 1 森信一郎 1 
 

概要：定年を迎えた高齢者が地方に移住する傾向が見られ、地方行政は高齢者を人口減少の対策として誘致している。
しかし、高齢者の増加による行政サービスの負荷増大も懸念されており、高齢者の自立的な生活維持が課題となって
くる。そこで私たちは、近所で助け合うコミュニティを活性化するために「声かけ」を ICT で仮想化したシステムを
提案する。ICT で仮想化するにあたり、自宅との距離に応じたグループ「近所」の定義を試みた。そして「近所コミ
ュニティ」の構成要素を抽出し、自分を中心とした近所グループのみとやり取りが可能な環境でのメッセージのやり
取りを実施した。そこで「自分の発言は自分の近所全員に届く」という、このシステムの第一ポリシーの課題を抽出
する実験を実施した。この実験の結果から、更にコミュニティ強化が望める定義や新たな概念の検討を進める。 
 

キーワード：近所 , ICT, 行政, 互助社会, チャット bot 

 

A study on the formation method of the neighborhood group and the 
evaluation of the neighborhood SNS service for the purpose of 

building a strong mutual-help society A Study on the Evaluation of 
Neighborhood SNS Service 

 

KENICHI SUZUKI1  SHINICHIRO MORI1 
 

Abstract: There is a trend for older people to move to the local area after retirement, and local governments are trying to attract 
older people as a way to reduce the number of people living in the area. However, there are concerns that the increase in the number 
of older people will lead to an increase in the burden on the government's services, making it difficult for older people to maintain 
their own lifestyle. In this paper, we propose an ICT-based virtualization system to activate a community of neighbors to help each 
other. The components of the "neighborhood community" were extracted, and messages were exchanged in an environment where 
communication was possible only with the neighborhood group centered on the self. Then, we conducted an experiment to extract 
the first policy issue of this system, which is "Functions reach all the people in my neighborhood". Based on the results of this 
experiment, we will continue to study the definition and new concepts that can further strengthen the community. 
 
Keywords: Nearby, ICT, Administration, Mutual Society, Superordinate Subordinate Analysis, SEPIA 

 

 

1. はじめに   

現在社会では団塊の世代と呼ばれる 60 代後半から 70 代

前半の高齢者が増加している。国立社会保障・人口問題研

究所「2016 年度社会保障費用統計[1]」によると、1980 年の

高齢化率は 9.1％だったが 2000 年には 17.4%、2016 年には

27.3%となっており、現在も上昇傾向にある。また、社会保

障給付費は 1980 年度の 24.8 兆円から 2000 年度には 78.4

兆円、2016 年度には 116.9 兆円となっており、高齢化率と

共に現在も増加傾向にある。このことから高齢化と社会保

障給付費には比例関係があることがわかっている。社会保

障給付費には「医療」「年金」「福祉その他」という３つ

の部門が設置されており、それぞれが年々増加している。

その中でも「福祉その他」に着目してみると増加の伸びが 

 
1 千葉工業大学 

図 1 社会保障給付費、高齢化率の推移 

高いことがわかっている。それは「福祉その他」に含まれ

る介護対策（介護保険制度は 2000 年度にスタートし、介護

サービス受給者数（月平均）の増加（2000 年度 184.0 万人 

⇒2016 年度 560.2 万人）等を反映して給付費が増加。）が

大きく増加したことが影響している。（図 1 参照） 
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5. 考察 

 これまでの実験結果から、以下のことが考えられる。 
・「発言回数」の偏りについて 
実験 1 の「発言回数」の合計回数が実験 2 と実験 3 よりも

極端に少なくなってしまった。実験 1 では『既存の SNS サ

ービス（今回は LINE を使用）で作成した近所グループ』

という条件下でのメッセージのやり取りであるため自分の

所属するグループの数が複数であると参加するグループも

その数に応じて必要になる。複数のグループで同時並行に

話題が展開されていくことになるので同じ話題であっても

構成メンバーが異なれば全く違う話の流れになる。そのそ

れぞれに対応することは容易なことではない。これが今回

の「発言回数」に表れたということである。このことから

複数のグループに所属している事による「発言しにくさ」

と「使い勝手の悪さ」が生じたことが考えられる。実験 2
と実験 3 では個人によって偏りが生じた条件もあったが全

体の合計回数という観点では「発言しにくさ」と「使い勝

手の悪さ」は改善できていると言える。 
 
次は、実験 2 と実験 3 の結果を比較してみる。 
実験 2 では A さんの「発言回数」が極端に多くなってしま

った。「A さんの近所」に所属する B さんと C さんが会話

に参加できていなかったことから A さんと 2 人の「発言回

数」に差が生じたことが考えられる。これでは近所同士の

コミュニケーションは活性化するとは言えない。「A さんの

近所」を例に挙げると、A さんのメッセージは B さんと C
さんに届く。しかし、B さんにとって自分の近所（B さん

の近所）には C さんは所属していないため A さんに対する

C さんのメッセージを B さんは受け取ることができない。

よって、A さんと C さんの 2 人のやり取りは B さんから見

ると A さんが独り言を呟いているように見える。そのよう

な状態で会話を継続させるのは容易なことではないだろう。

A さん目線では「誰が誰と話しているのか」がわからなく

なってしまっていることが考えられる。 
以上のことから「誰が誰と会話をしているのかわからない」

という状態から「発言回数」の偏りが生じてしまったとい

うことが言える。これが今回の実験によって抽出された「自

分の発言は内容の有無に関わらず、自分の近所に属する人

全員に送られることを考慮した上で発言しなくてはならな

い」という、今回提案する「ご近所 SNS」の第一ポリシー

の課題である。実験 3 において、実験 3 では自分の近所に

所属している人に対して自分には届くがその人には届かな

いメッセージを自分がオウム返しで送信させた。これによ

って「誰が誰と会話をしているのかわからない」という状

態になることを未然に防ぐことができたのだと考える。そ

の結果として実験 3 では「発言回数」に個人に偏りが生じ

るということはなかった。 

6. まとめと今後の展開 

本論文は ICT を使った「声かけ」の仮想化（ご近所 SNS）
について提案した。それによって、現在の戸建てにおいて

も近所の「声かけ」と同じ機能を有する仕組みをつくり、

何かあったらすぐに助け合えるようになり「行政負担の増

加」を実現するための「互助社会の構築」を目指す。2.1 で

述べた関連研究では、何かあった時にすぐに助けに行ける

距離同士（近所同士）による SNS を用いたコミュニケーシ

ョンが重要であることを示している。しかし、既存の SNS
サービスには以下の 3点の課題がある。 
①実世界の近所グループは自分を中心としたグループ

である（実世界の近所グループ） 
②既存の SNS で近所グループを作成すると多くのグル

ープが出現して使いにくい（グループ管理） 
③スズキさんから近所への「おはよう」はサトウさんに届

くが、サトウさんからの近所への「おはよう」はスズキさ

んに届かなくてよい（情報規制） 
これらの問題をチャット bot の運用と「自分の発言は内容

の有無に関わらず、自分の近所に属する人全員に送られる

ことを考慮した上で発言しなくてはならない」という、今

回提案する「ご近所 SNS」の第一ポリシーを組み込むこと

で解決できるのではないかと考えた。 
実際にこのサービスを利用することで第一ポリシーの

課題を抽出し、新たに積み上げる必要のあるサーピスポリ

シーの検討する実験を実施した。この実験により第一ポリ

シーの課題が抽出された。それは以下の通りである。 

・「発言回数に偏りが生じてしまう」 

・「誰が誰に対して話しているのか分からなくなる」 

このことから、 

・「近所内の発言に対する返信は送信先を指定する」 

・「返信先に指定された人の発言が見えている人にのみ

メッセージが表示される」 

といったようなポリシーの設定がサービスを運用する

上で必要であることがわかった。これらをサービスに組み

込めば、ICT による「声かけ」は適用可能であると考えら

れる。 
今後はサービスの稼働における更なるポリシーの積立

についての検討を進める。 
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